
令和７年度 仕様書

工事名称 川越地区消防局･川越北消防署新築植栽工事(その１)

工事場所 川越市御成町１番ほか

【工事の大要】
川越地区消防局・川越北消防署新築に伴う植栽工事（その１）である。

    ・植栽工事      一式

本工事は、「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。



工事費内訳 1

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接工事費

植栽工事

1
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計
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式
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一般管理費等
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計

工事価格
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式

工事費

1
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名 称 数 量 単位 金 額 備 考

植栽工事
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式

計



植栽工事 科目別内訳 3

直接仮設
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植栽工事 科目別内訳 4

植栽工事
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川越地区消防局・川越北消防署
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新築植栽工事（その１）
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植栽平面図（1）

植栽平面図（2）

外構詳細図（法面）

外構詳細図（スロープ2）

外構詳細図（スロープ3）

外構詳細図（スロープ3階段・スロープ4）
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gL(1) 植栽工事（その１）　図面リスト

工事区分表

敷地付近見取図・案内図

敷地現況図（外構着手時）

敷地求積図

配置図特記仕様書

発注区分表



新築植栽工事（その1）
川越地区消防局・川越北消防署

○

○ ○

○

○

○

○

特　　記　　事　　項

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、

・「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。

※「３．工事種目」のうちの工事範囲は下記表のとおりとする。 ただし、他の工事種目はすべて今回工事範囲とする。

Ⅱ.　　建築工事仕様

５．工事範囲

特 記 仕 様 書

３．工事種目

２．敷地面積

Ⅰ.　　工事概要

１．工事場所

適用区分

材料の品質等

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

項　　目

1

（３）本特記仕様書の表記

　２）特記事項は、

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　３）特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

風速（Vo=　　 m/s）

地表面粗度区分

・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　）

（１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

    　を有するものとする。

環境への配慮

    測定し、測定結果を監督職員に報告する。

(３）測定は、パッシブ型採集機器により行う。

(４）測定方法及び測定結果の報告は、厚生労働省のガイドライン又は国土交通省が認める代替

(２）測定対象室及び測定箇所数は仕上表による。

室内空気中の

(１）室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、 エチルベンゼン、スチレンの濃度を

4  (1.5.9)

2
仮
設
工
事

※ 現場説明書による                     ・構内指示の場所に堆積  ・構内指示の場所に敷き均し

※標準仕様書表3.2.1による

建設発生土の処理

埋戻し及び盛土3
土
工
事

(3.2.3)

 (3.2.5)

4

22

省
略

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事は、それぞれの工事特記仕様書

を適用する。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図、機械設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図による。

・ 印の付いたものを適用する。  ・ 印のみの場合は適用しない。

○

○ ○

 (1.4.2)

工事設計図

足場その他 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

  別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き方式

  又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

    ① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、 パーティク

　   　材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

    ③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含

    ④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

    　を指す。

　　 次の①から④を満たすものとする。

(１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

　   　塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

       有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

       アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは

    　次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料

 (1.4.1)

    ② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

    ①建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデ

      ヒド発散建築材料以外の材料

    ②建築基準法施行令第20 条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

    ③建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

    ④建築基準法施行令第20 条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

（２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

    　する。

　１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。

・ Ａ種 　適用場所（　　　　　　　　）

・ Ｂ種 　適用場所（　埋め戻しが発生する全カ所　）

・ Ｃ種 　適用場所（　　　　　　　　）土質（　　　　　　　）受渡場所（　　　　　）

・ Ｄ種 　適用場所（　　　　　　　　）

山留めの撤去
鋼矢板等の抜き後の処理　　※直ちに砂で充填する　　・

　・風圧力

　・積雪荷重

　   　ルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　     する。

       とする。

○

2

3

1

1

2

3

                       （　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ　）

　　　用する場合は監督職員の承諾を受ける。

(3.3.3)

・建築工事標準詳細図（令和  　年版）（以下、「標準詳細図」という。）

:(　)箇所、

箇所数

外観正面

画素数及び

電子データ(JPEGフルカラー 4500×3000ピク

形式・サイズ 提出媒体 撮影者

工事完成時に次の写真を撮影し、監督職員に提出する。完成写真6

（４）本工事に使用する材料のうち、(５）に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥すべての

　　　事項を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督

　　　職員の承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

　  ①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

    ③安定的な供給が可能であること。

    ④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

    ⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

    ⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

（５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

　　無収縮グラウト材、乾式保護材、既調合モルタル、既調合目地材、防水剤、錠前類、

　　クローザ類、自動扉機構、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、

　　移動間仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材、天井点検口、床点検口、鋳鉄製ふた、

　　グレーチング、屋上緑化システム、ポリマーセメントモルタル、

上記と異なる外部

撮影部位及び

・圧縮率1/4程度) セル以上で画像

補正を行ったも

の

建築完成写真の撮影

実績がある者で、監

督職員が承諾する撮

影業者

1280×960ピクセ

ル以上かつ、撮

任意

外部:(15)箇所、

　　　　 （品質）細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。

(2.2.4)

（CD-R）

影したデジタル

カメラの設定の

うち最高の画質

化学物質の濃度測定

４．指定部分　　　　　　　　　　　・有　・無　　対象部分（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定部分工期　　　年　　月　　日

　　　○を付けたものを適用する。

・建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）

・公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和  　年版）（以下、「標準仕様書」という。）

他工事又は他工種との7

取合い

工事区分表による。これにより難い場合は監督職員と協議する。

○

○

　４） 　　印は、特定調達品目を示す。これらを調達する場合は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律

　　床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、ルーフドレン、吸水調整材、

　　重量シャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、可動間仕切、トップライト

 7

4

○

           六価クロム溶出試験　  ・ 行う（現場説明書による）　  ・ 行わない

（平成12年法律第100号）」に基づく、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和3年2月19日変更閣議決定）」

に定める判断の基準等を満たすものとする。

20　ユニット及びその他の工事

17　カーテンウォール工事

　　押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

13　屋根及びとい工事

 8  ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ・

 6  コンクリート工事

19　内 装 工 事

18　塗 装 工 事

16　建 具 工 事

15　左 官 工 事

14　金 属 工 事

10　石　工　事

12　木　工　事

11　タイル工事

 9  防 水 工 事

 7  鉄 骨 工 事

 5  鉄 筋 工 事

 4  地 業 工 事

 3  土  工  事

 2　仮 設 工 事

項　　目

21　排 水 工 事

22　舗 装 工 事

23　植栽及び屋上緑化工事

Ｇ

山留めの存置　　・行う（存置範囲　　※図示　　　　・　　　　　　　　）

材料及び工法

・材料（　　　　　　　　　）　工法（　　　　　　　　　　）

施工条件5 施工条件については、下記及び標準仕様書による。

種別

:(15)箇所

画質等

程度
電子データ

(JPEGフルカラー)

( 3 )枚

( 3 )枚

32

二十四

１．工作物

埼玉県川越市御成町1番　ほか

20,874.99 ㎡

１）植込み土留 一式

・埋戻し及び盛土として利用するもの以外は構外搬出とする。

（６）プレゼンボード（カラースキムボード）の作成

　　外装や内装仕上材の見本張りボードの作成に対する協力を行い、材料発注前に仕上材の型番や

　　色調等について監督職員の承諾を受けること。

測定法により（許容濃度は25℃の場合とする）、報告書は3部提出すること。

測定時期は着工時、完成引き渡しの1か月前、家具備品などの搬入前とする。

※建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。

※本工事は川越地区消防組合ワンデーレスポンス対象工事である。

※再生資源利用[促進]計画書( 実施書) 、工事登録証明書(「コブリス・プラス」で入力したこと

　の証明）を、施工計画作成時（施工完了後）に遅延なく提出すること。

※一般財団法人日本建設情報総合センター工事実績情報システム「ＣＯＲＩＮＳ」により、

　受注登録、竣工登録等を行い、登録内容確認書を提出すること。

※工事は原則として8時～17時、週休2日とする。

　本工事は「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。

  実施は、川越地区消防組合週休２日制適用工事要領（建築工事）（令和6年11月1日施行）

  によるものとする。要領は、川越地区消防組合のホームページで確認のこと。

※中間検査を実施する。原則回数は１回とする。

gL(1)

特記仕様書

川越地区消防局・川越北消防署新築植栽工事（その1）

G01

本工事により発生する建設発生土については、下記に示す土質改良プラントへの搬出を想定して

いるが、別施設を選定する場合には事前に監督員の承諾を得ること。

　（1）受入側名称（土質改良プラント）

　（2）土質及び処分量

　（3）搬出時期

２．造園 １）樹木（芝張りとも） 一式

・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）

施工箇所　　　　※植栽範囲　　　　・図示

・ バーク堆肥 □Ｇ

□Ｇ
使用量　　　　　 植栽基盤面積1㎡あたり　（　　図示　　・　　　　）

植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

23
　(23.1.3)植栽地の確認等

土壌の水素イオン濃度指数（pH）試験　　 　・行う　　　・行わない

電気伝導度（EC）の試験　　　　　 　　　  ・行う　　　・行わない

植栽 有効土層の厚さ（cm）工法 整備範囲 土壌改良材

植栽基盤の整備

※Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

※Ｄ種（犬走）

・樹木 樹高12ｍ以上

（※100　・120　・150）

樹高7ｍ以上～12ｍ未満

（※80 　・100）

樹高3ｍ以上～7ｍ未満

（※60　 ・80）

樹高3ｍ未満

（※50　 ・60）

・葉張り部分

・植栽部分

・図示

・

・適用する

・適用しない

※芝、地被類 ※Ｂ種

・

※20

・

・植栽部分

・図示

・

・適用する

・適用しない

植栽基盤の排水設備　・設ける（※図示　　・　　　　　）　・設けない

・ 現場発生土の良質土　　・ 人口軽量土

植込み用土

施工箇所　　　　※植栽範囲　　　　・図示

使用量　　　　　 植栽基盤面積1㎡あたり　（　・10L　　・　　　　）

　 材料

    「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第1の基準に適合する原料を

     使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

1

2

土壌改良材

　(23.2.2、4)

樹木の植栽基盤の整備

・適用する　　　　　・適用しない

土壌改良材の適用

・適用する　　　　　　 　・適用しない

種類及び指定量等

樹木

樹種、寸法、株立数等　　　※図示　・

(23.3.2)

支柱材　　    ※ 丸太（間伐材）　　　  ・ 真竹　　　・ 図示

(23.3.2、3)

防腐処理方法　※ 加圧式防腐処理丸太材　・

□Ｇ
支柱

形式　　　　　・図示　・

4

3

種類　  ※ コウライシバ　　・ノシバ　　・ 図示

(23.4.2、3)

芝張りの工法

　※ 幹巻き用テープ　・ わら及びこも

幹巻き用材料 (23.3.2)

芝

　平地　※目地張り　・べた張り

　法面　・目地張り　※べた張り

材料

6

5

※発芽率80％以上※洋芝類（採取後2年以内）

種子の種類 種子の量（g/㎡)発芽率

・

備考

吹付けは種 (23.4.2)

樹種 単位面積当たりのコンテナ数コンテナ径

・

芽立数

地被類 (23.4.2)

・図示

7

8

排水層　　　　　　・ 軽量骨材（層の厚さ　：          ）    ・ 板状成型品

植込み用土 　　     ※ 改良土　　 ・ 人工軽量土

工法

・屋上緑化軽量システム

樹木、芝及び地被類の樹種並びに種類、寸法、株立数等　※ 図示　・

土壌層の厚さ　　　・ 図示　　　・

・屋上緑化システム

屋上緑化

樹木、芝及び地被類の樹種並びに種類、寸法、株立数等　※ 図示　・

(23.5.2～4)

植栽基盤及び材料

支柱　　　　　・ 設置する 　（形式　　・ 図示　　・　　　　　　）

かん水装置　　・ 設置する   （種類　　・　　　　　　           ）

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　        　※ 図示　・

□Ｇ

新植、芝等の枯補償、

移植樹木の枯損補償 新植樹木（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）の枯補償の期間

　※引渡しの日から１年　・無し　　・

移植樹木の枯損処置を行う期間

　※引渡しの日から１年　・無し　　・

(23.3.4、6)(23.4.7)

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　　　　　※ 図示　・

（品質・性能等及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

9

10

1-1 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

（品質・性能等及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

・図示・図示・図示

～

　その間は、本工事の施工や搬出入口の使用ついて制限が係る範囲があることを十分に考慮したう

※本工事範囲内において同時期にいくつかの関連工事が行われるため、関連工事施工者と協力・調

  整を行い、お互いの工事を円滑かつ安全に進められるように努めること。特にすでに同敷地内に

　て行われている外構整備工事については、令和８年３月末まで工事が行われる予定であるため、

　えで工程を管理し、工事を円滑に進めるよう努めること。

※令和８年３月２８日（予定）には同敷地内において消防庁舎の竣工式典が行われる予定のため、

  当日は作業が行えないことに加え、仮設物の一時的な撤去や重機の移動等が想定されるため、そ

  の際には、施設管理者及び監督員と協議の上、対応すること。

※令和８年５月上旬（予定）からは消防庁舎が供用開始されるため、それまでに庁舎の移動作業等

  で消防関係職員や引っ越し作業業者の出入りが想定される。また、供用開始後は、施設利用者の

  出入りも想定されるため、第三者災害に十分注意して施工を行うこと。

1
共
通
事
項



gL(1)

発注区分表G02

川越地区消防局・川越北消防署新築植栽工事（その１）

注区分表（⼯区の⼤区分） 備考） ・ 本⼯事は特記ある場合を除いて「植栽⼯事（その１）」を対象とする。   
・ 本区分は現時点のものであり、名称や区分が変わる可能性がある。

発注区分概要 【※⼯区以下の⼯事区分は各⼯区図の⼯事区分による】

標準 表記を短縮する場合（１）
庁舎棟⼯事(建築) 庁舎建築⼯事
庁舎棟⼯事(電気) 庁舎電気⼯事
庁舎棟⼯事(太陽光) 庁舎太陽光⼯事
庁舎棟⼯事(給排⽔) 庁舎給排⽔⼯事
庁舎棟⼯事(空調) 庁舎空調⼯事
庁舎棟⼯事(展⽰) 庁舎展⽰⼯事
訓練塔⼯事(建築) 訓練建築⼯事
訓練塔⼯事(電気) 訓練電気⼯事
訓練塔⼯事(給排⽔) 訓練給排⽔⼯事
外構その他⼯事(外構1、２) 外構⼯事 外構（1⼜は2）⼯事
外構その他⼯事(舗装) 外構舗装⼯事
外構その他⼯事(電気1、２) 外構電気⼯事 外構電気（1⼜は2）⼯事
外構その他⼯事(付属棟) 外構付属棟⼯事
外構その他⼯事(植栽1、２) 外構植栽⼯事 外構植栽（1⼜は2）⼯事
造成⼯事（造成1~３） 造成⼯事 造成（1~3）⼯事
造成⼯事（擁壁１~２） 擁壁⼯事 造成擁壁(1~2)⼯事
造成⼯事（貯留槽） ⾬⽔貯留槽⼯事
外周道路⼯事 外周道路⼯事
県道改修⼯事 県道⼯事

指令システム 指令 指令システム⼯事 指令⼯事

発注区分表 ＜凡例＞ 〇：適⽤する、 ＊：各区分の⼯事で必要な場合は適⽤する
備考 備考

区分 ⼯事内容 細⽬・備考 庁舎 訓練 造成 指令 道路 ⼤区分 ⼯事内容 細⽬・備考 庁舎 訓練 造成 指令 道路
外構 舗装 植栽 付属 外電 外構 舗装 植栽 付属 外電

仮囲い等（造成⼯事関連） 〇 鉄塔本体 〇
仮囲い等（建築⼯事着⼿後） 〇 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 〇 避雷針 〇
建築仮設（⾜場、内部） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 通信アンテナおよびケーブル 〇

その他直接仮設 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 オイルタンク格納躯体及び防
護壁

〇

現場事務所（建築関連） 〇 〇 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ オイルタンク本体及び関連設
備（注給油設備等）

〇

その他共通仮設 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 オイルトレンチ 〇
仮設⽤ 〇 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 〇 オイルタンク躯体 〇

本設⽤ 〇 オイルタンク本体及び関連設
備（注油設備等）

〇

敷地外道路整備 〇 付替えを含む オイルトレンチ 〇
敷地外⽔路整備 〇 付替えを含む 外構フェンス及び⾨扉類 〇
表⼟改良 〇 サイン本体 〇
圧密沈下対策 〇 余盛⼟撤去を含む サインへの配管配線 〇

粗造成 〇 整地（粗造成完了後の整地） 〇 舗装⼯事部分の整
地は路床天端まで

擁壁（敷地外周部） ○ 〇 仮設搬出⼊⼝ ⾬⽔排⽔ 〇 ⾬⽔貯留槽への流
⼊管を含む

⾬⽔貯留槽 〇 縁⽯ 〇
排⽔ポンプ及びポンプ室 〇  スロープ及び階段 〇 〇
放流先への接続 〇 舗装（路床改良を含む） 〇
庁舎本体 〇 植栽 〇 植栽基盤整備を含
指令システム 〇 電気 外構照明 〇
保管庫本体 〇 機械 散⽔栓 ○
泡消⽕配管⽤トレンチ 〇

訓練塔（A、B、C塔） 〇
消防⽤⾃動⾞⾞庫 〇
⾞いす駐⾞場  
駐輪場（来庁者、職員）  
バイク置場（来庁者、職員）  

凡例

⾬⽔貯留槽（地中埋設）

外構

指令システム

庁舎

訓練

外構

付属
植栽

川越地区消防局・川越北消防署新築⼯事
川越地区消防局・川越北消防署新築電気設備⼯事

川越地区消防局・川越北消防署新築給排⽔その他設備⼯事
川越地区消防局・川越北消防署新築太陽光発電設備⼯事

外構サイン類

⾃家給油所

⾃家発⽤オイルタンク
（地中埋設）

通信⽤鉄塔
（庁舎棟屋上設置）

⼯作物

川越地区消防局・川越北消防署構内舗装⼯事

川越地区消防局・川越北消防署県道改修⼯事

川越地区消防局・川越北消防署⾬⽔貯留槽設置⼯事

外構その他
発注⼯区区分

外電

川越地区消防局・川越北消防署指令システム⼯事

川越地区消防局・川越北消防署擁壁⼯事（１期〜２期）

川越地区消防局・川越北消防署新築植栽⼯事（その１，２）
川越地区消防局・川越北消防署造成⼯事（１期〜３期）

川越地区消防局・川越北消防署新築外構電気設備⼯事（その１、２）
川越地区消防局・川越北消防署付属棟その他新築⼯事

外構その他
⼯事種別

道路

造成

指令

川越地区消防局・川越北消防署外周道路整備⼯事

造成

川越地区消防局・川越北消防署新築外構整備⼯事（その１、２）
舗装

直接仮設

道⽔路

発注⼯区区分

インフラ
引込

道路

仮設

⼯事種別

⼯区

⼯区名称 略号 ⼯事名称種別
⼯事

同左⼯期を記載する場合
他⼯区図に記載する⼯事名称 略号

造成

外周道路

外他外構その他

庁舎

訓練

道路

・・・今回⼯事範囲

建築
（給排⽔、空調、電気、昇降機、展⽰⼯
事を含む）

共通仮設

川越地区消防局・川越北消防署新築空調設備⼯事
川越地区消防局・川越北消防署新築防災学習展⽰⼯事
川越北消防署訓練塔新築⼯事
川越北消防署訓練塔新築電気設備⼯事
川越北消防署訓練塔新築給排⽔その他設備⼯事

造成

造成

庁舎棟

建築
保管庫

その他付属棟

庁舎棟

訓練塔



工事区分表

項　　　　　目 gA 備　　　考gH gE

躯体関係

１．ＲＣ造（梁・壁・床）
　　の貫通孔・開口部

貫通孔のスリーブ材及び取付け

補強を要する型枠材及び取付け

補強を要しない型枠材及び取付け

貫通孔・開口部の墨出し

貫通孔・開口部の補強

○

２．Ｓ､ＳＲＣ造の ○Ｓ・ＳＲＣ造貫通鋼管スリーブ・補強

３．設備機器の基礎 屋内の基礎（建築設計図に記入あるもの）

屋外・屋上の基礎

４.昇降機関連

機械室の床配管ピット・蓋

機械室の躯体

機械室の上げ床コンクリート打設・仕上

機械室の床開口

昇降路の躯体

三方枠取付・枠廻り埋戻し・同補修

各階出入口穴あけ・同補強

昇降路内ピット防水・集水桝

巻上機周囲のチェッカープレート敷

昇降路の中間ビーム、ブラケット、レールブラケット

支持柱他昇降路内の鋼製部材一式

厨房排水溝

ＡＬＣ板の壁開口・補強

避雷設備・同接地工事

厨房グリース阻集器

同上用防水・マンホール・タラップ等

５．その他

湧水・汚水ピット・ＲＣ造各種水槽

トラフ・ピット類（ふたを含む）

備　　　考項　　　　　目

仕上げ関係

１．軽鉄天井・壁下地 補強を要するボードの切り込み及び下地の補強

開口部の墨出し

補強を要しないボードの切り込み

備　　　考項　　　　　目

屋外排水設備・構内配電線路・構内通信線路・外構

１．雨水 屋外雨水排水設備 ○

桝及び桝ふた（付属棟第一桝含む） ○

備　　　考項　　　　　目

切り込み及び補強２．可動間仕切り

位置ボックス

３．つりボルト及び 設備機器・器具・配管・配線・ダクト用

４．外壁まわり

ウエザーカバー、ベンドキャップ(シール共）

外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ

換気扇（取付枠共）

流し台・つり戸棚・水切り棚・コンロ台

フード（建築工事標準詳細図のもの、シール共）

５．台所・湯沸室まわり

浴室ユニット、複合浴室ユニット、シャワーユニット６．浴室まわり

既製浴槽（ふたを含む）

浴室及び便所の床排水金物

鏡（規格寸法のみ）

７．便所まわり 洗面カウンター

８．事務室まわり ファンコイルカバー

家具組み込みの洗面器

機器搬入用フック　ビーム

10．自動扉･

２重ピット及びトレンチのマンホールふた

チェーンブロック

排煙口等の天井仕上材

消火器ＢＯＸ設置工事

自動閉鎖装置を取りつける防火戸の切り込み補強

自動扉・電動シャッター本体までの配管，配線

２．雑排水・汚水 ○

３．植栽 植栽及び客土

４．ユニット型浄化槽 タンク室の躯体

５．屋外オイルタンク タンク室の躯体

６．舗装

スリーブ・型枠の穴埋め ○

使用されたスリーブの穴埋め

予備スリーブの穴埋め

ホール押釦・インジケータ・鋼索などの壁開口

フリーアクセスフロア内の防水堤

オイルサービスタンクの防油堤

衛生器具ユニット

手すり、背もたれ

点検口（天井・床下）

及びドアクローザー、フロアヒンジ

自動扉・電動シャッターからセンサー（付属スイッチ）

への配管・配線工事

上記以外のオイルタンク本体・配管及び据付等 自家発用はＥ

路床まで

電気配線配管

機器付属の制御盤以降の２次側配管配線（接地線共）

機器付属の制御盤への１次側電源供給配管配線

自動制御と動力盤との電源用の渡り配管配線

機器と付属操作スイッチの渡り配管配線

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパ

注油口内アース端子よりのアース用配管配線

gFA

○

○

　　インサート

上記以外のユニット型浄化槽本体・配管及び据付等９．フリｰアクセスフロア

床パネルの切り込み加工

コンセント

浄化槽本体はＭ

タンク本体はＥ

　　　　はり貫通孔

出入口扉，三方枠及び幕板

点検用コンセント、煙感知器

11．その他

　電動シャッターまわり

自動扉の手元電源スイッチ

上部電動シャッター

排煙窓本体・自動開閉装置

防煙たれ壁本体・駆動装置

防煙たれ壁連動制御装置の感知器

上部電動シャッター，排煙窓及び

自動扉の本体・駆動装置・検出装置（センサー）

電気錠の扉までの配管及び配線

防火戸の自動閉鎖装置

　　　　本体・制御盤・手動開閉装置・ヒューズ装置

電気錠の本体，扉内配線

くつふきマット・玄関マット・自動扉マット部

煙突底部排水目皿・排水管

くつ洗い流し部排水金物・排水管

床排水金物（目皿共）・排水管

雨水流入配管

ルーフドレン

雨水利用設備集水管

既設埋設配管配線調査（X線探査含む）

配管トレンチ及びふた

点検用タラップ

昇降路がＳ造の時の出入口扉・三方枠及び幕板の受け

機械室内大梁又は昇降路内にフックの取付

（フックを含む）

ＥＶ制御盤への動力・照明用電源、アース、防災信号、

拡声設備（館内放送用）の配管・配線工事

ＥＶ制御盤から、ＥＶ内監視カメラまでの

配管・配線工事

ＥＶ制御盤から、監視カメラ用の監視装置までの

配管・配線工事

ＥＶ制御盤又はＥＶ監視盤までの保守遠隔監視用

（電話回線）及び緊急地震速報受信用の配管工事

ＥＶ制御盤又はＥＶ監視盤までの緊急地震速報受信用

の配管工事

昇降路がＳ造の時の中間ビーム及びブラケット受け

ピース

ミニキッチン（照明、水栓を含む）

電動遮断弁以降はｇＡ

マンホールの化粧上ふたの表面仕上げ ○

トレンチ内架台等

ＡＣＰ屋外機と屋内機の渡り電源・信号・アース

排煙口はⅮ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　用配管配線

サッシパネル開口

ＥＶ用フック含む

屋上緑化
屋上緑化用灌水装置までの

　　　　　・電力・通信

マンホール、ハンドホールの化粧上ふたの表面仕上げ

雨水公設桝 ○

電極棒はⅭ

ＡＣＰマルチ形屋内機の電源・アース用配管配線

機器・電極棒用の電源配管配線

出入口扉，三方枠及び幕板の各補強鉄骨

５．その他（続き）

ＥＶ制御盤から専用インターホンまでの配管・配線

工事

ＥＶ制御盤からＥＶ監視盤又は警報盤までの制御

及びインターホンの配管・配線工事

動力計測用電力計から自動制御盤までの配管・配線

工事

誘導標識（誘導灯を除く）

配管はｇＡ

雨水貯留槽ポンプ

（接地線共）

化粧マンホール上ふたの表面仕上げ

公共下水道が分流式の場合

（接地線共）

屋内消火栓ポンプ制御盤から消火栓ポンプ始動装置

の電源、信号線の配管・配線

・防火防煙ダンパに至る配管配線

ベビーチェア、ベビーベッド

タンク室の砂充てん

タンク室の砂充てん

○

○

○

gL

○

gA gH gEgFA gL gA gH gEgFA gL gA gH gEgFA gL

○ 車いす駐車場配管

車いす駐車場配線

車いす駐車場照明器具

○

○

○

○

○

○

○ ＳＵＳ壁かけ型

○

○

緑化ブロック（植栽・ブロック）

透水シート（透水層）

○

○

路盤，仕上げ

ＣＢＲ試験と補強（必要な場合）

スロープ舗装

７．その他 スロープ1：手すり・手すり基礎

スロープ1以外：手すり・手すり基礎

路面標示

車止め（消防用自動車車庫）

別途 別途 別途 別途

○

○

○

○

○

○

○

○

○車止め（消防用自動車車庫以外）

庁舎棟工事（建築）

サイン工事 ○ 基礎含む

サイン工事の一次電源 ○

凡　
　

例

 gＨ ： 構内舗装工事

 gＥ ： 電気設備工事

 gFA ： 付属棟その他工事

 gＬ ： 植栽工事

　この工事区分表は、外構整備工事(gA)、構内舗装工事(gH)、電気設備工事(gE)、付属棟その他工事(gFA)、植栽工事(gL) といった施工上密接に関連する各工事

において、材料や作業がどの工事に含まれているかを明確にするために共通事項として添付しているものである。よって、本工事の設計図書に記載されていない、

工事範囲外の項目も含んでおり、本工事の具体の工事内容を示すものではないことに留意すること。

 別途 ：別途工事

 gＡ ： 外構整備工事

gL(1)

工事区分表

A1=

A3=

川越地区消防局・川越北消防署新築植栽工事（その1）

G03

○



寺山堰寺山堰

平塚

野田

今成一丁目

月吉町

今成四丁目

今成二丁目

今成三丁目

石原町二丁目

寺山

末広町二丁目

末広町一丁目

幸町

末広町三丁目

仲町

六軒町二丁目

中原町一丁目

連雀町

三光町

喜多町

元町二丁目

石原町一丁目

神明町

山田

松江町二丁目

久保町

大手町

西小仙波町一丁目

松江町一丁目

郭町一丁目

三久保町

小仙波町一丁目

郭町二丁目

元町一丁目

宮下町二丁目志多町

宮下町一丁目

氷川町

宮元町

御成町

石田

府川

小仙波町三丁目

小仙波町二丁目

城下町

谷中

寿町二丁目

小室

野田町二丁目

野田町一丁目

上野田町

脇田本町

中原町二丁目

新富町二丁目

六軒町一丁目

脇田町

田町

東田町

菅原町

仙波町二丁目

通町

新富町一丁目

仙波町一丁目

南通町

西小仙波町二丁目
小仙波町五丁目

仙波町四丁目

大仙波

小仙波町四丁目

仙波町三丁目

小仙波

松郷

川越

北田島

川越市

川越市

 16

 17

 15

 14

 14

 17

 20

 14

 15

 13

 13

 18

 12

 13

 12

 12

 9

 12

 18

 17

 20

 17

 10

 10

川越川越（付）

１０５９５

１０５９６

９３０１１Ａ

川越城

石田

今成

神明

六軒

小仙波

大仙波

川越市民グラウンド

本川越駅川越市駅

川越駅

工事場所

N
真北

川越市役所

氷川町

宮元町

御成町

 14

 13

川越市民グラウンド

工事場所

N
真北

国道254号

県道・川越栗橋線 お成り街道

付近見取り図・案内図

敷地付近見取図・案内図

川越地区消防局・川越北消防署新築植栽工事（その1）



新消防庁舎用地

20874.99㎡

地  番 新消防庁舎用地

NO Xn Yn Xn・(Yn+1-Yn-1) 距 離

合  計

合  計  面  積

地  積 ㎡

敷地求積図

gL(1)

川越地区消防局・川越北消防署新築植栽工事（その1）

G05
川越地区消防局・川越北消防署新庁舎建設予定地　測量業務委託（その3）

司測量設計調査株式会社作成、令和四年七月調整

川越地区消防局新消防庁舎建設準備室より受領（2022年8月4日）

求積図　縮尺1：500
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庁舎棟

(別途工事)

訓練塔C塔(別途工事)

訓練塔
B塔

(別途工事)訓練塔A塔
(別途工事)

その２工事その１工事

TP=12.00
TP=12.05 TP=11.95

TP=12.50

その２工事

その１工事

TP=12.65

TP=12.75

TP=12.75 TP=12.75

TP=12.75
TP=12.05

TP=12.75

TP=12.05 TP=12.40
TP=12.60

職員用駐輪場
（別途工事）

職員用バイク置場
（別途工事）

来庁者用駐輪場
（別途工事）

消防用自動車車庫
（別途工事）

保管庫
（別途工事）

敷地現況図(外構着手時)

A1=1/400

A3=1/800
gL(1)

川越地区消防局・川越北消防署新築植栽工事（その1）

G06

・・・今回工事範囲

スロープ

・・・工事搬出入口

　　（注記）
　　※同敷地内で行われている関連工事の進捗状況によって、本工事の施工可能
　　　範囲や工事搬出入口の使用に制限かかかることがあるため、関連工事施工
　　　者と十分協議を行い工事を進めること。
　　※既存雨水貯留槽埋設部上部は大型重機等の重車両を走行させないこと。
　　　ダンプ等が走行する場合も鉄板敷き等による養生を行い、雨水貯留槽の
　　　保護を必ず行うこと。

雨水貯留槽埋設範囲
（施工済み）
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13000
（道路幅員）
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17
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"

176°  17'  3"
※CAD計測による

※真北計測による

42条1項道路
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道

路

42条1項道路

42
条

1項
道

路

42条1項道路

42
条

1項
道

路

42条1項道路

下水道本管に接続
最終桝

12.00
13.00

サイン

装置

ベンチマーク

計画地盤面レベル

境界石 設計GL=KBM-0.097＝TP+12.20

敷地境界線

現況地盤面レベル

0.00

0.00

BM 配置基準寸法を示す

集水桝・第一桝（別途工事）

雨水マンホール（別途工事）

電柱（別途工事）

屋外掲⽰板(外他)

川越地区消防局・川越北消防署新築植栽⼯事（その１）
gL(1)
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⑨樹木　97.09㎡
　・フィリフェラオーレア：H＝0.3ｍ 380株
　・アセビ：Ｈ＝0.3ｍ 1400株

①樹木　64.12㎡
　・フィリフェラオーレア：H＝0.3ｍ 405株
　・シャリンバイ：H＝0.3ｍ 311株
　・コクチナシ：H＝0.3ｍ 320株
　・ムラサキシキブ：H＝0.8ｍ 3株
　・ボケ：Ｈ＝0.8ｍ 3株

②樹木　154.51㎡
　・フィリフェラオーレア：H＝0.3ｍ 792株
　・シャリンバイ：H＝0.3ｍ 429株
　・コクチナシ：H＝0.3ｍ 347株
　・クサツゲ：H＝0.3ｍ 550株
　・ギンモクセイ：H＝4.0ｍ 1本
　・ボケ：H＝0.8ｍ 7株
　・ムラサキシキブ：H＝0.8ｍ 4株
　・ヤマブキ：H＝0.8ｍ 2株
　・ハコネウツギ：H＝0.8ｍ 3株

③樹木　231.74㎡
　・フィリフェラオーレア：H＝0.3ｍ 1053株
　・シャリンバイ：H＝0.3ｍ 345株
　・コクチナシ：H＝0.3ｍ 843株
　・クサツゲ：H＝0.3ｍ 1482株
　・シラカシ：H＝6.0ｍ 1本
　・ボケ：H＝0.8ｍ 2株
　・ムラサキシキブ：H＝0.8ｍ 2株
　・ヤマブキ：H＝0.8ｍ 4株
　・ハコネウツギ：H＝0.8ｍ 7株

⑯樹木　30.78㎡
　・セイヨウイワナンテン”アキシラリス”
　　H＝0.5ｍ 185株

⑮樹木　3.72㎡
　・セイヨウイワナンテン
    ”アキシラリス”
　　H＝0.5ｍ 23株

⑭樹木　4.80㎡
　・セイヨウイワナンテン
    ”アキシラリス”
　　H＝0.5ｍ 29株

⑬樹木　6.26㎡
　・セイヨウイワナンテン”アキシラリス”
　　H＝0.5ｍ 38株

⑫樹木　45.47㎡
　・セイヨウイワナンテン”アキシラリス”
　　H＝0.5ｍ 275株

⑪樹木　32.99㎡
　・セイヨウイワナンテン
    ”アキシラリス”
　　H＝0.5ｍ 200株

⑥樹木　8.29㎡
　・コクチナシ
　　H＝0.3ｍ 135株

⑤樹木　5.69㎡
　・コクチナシ
　　H＝0.3ｍ 95株

⑦樹木　8.87㎡
　・生垣 ベニカナメモチ
　　H＝1.0ｍ×17.7ｍ
　  71本

⑧樹木　25.78㎡
　・生垣 カナメモチ
　　H＝1.0ｍ×51.4ｍ
　  206本

15690
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5
0
7

696
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2

⑩樹木　29.92㎡
　・生垣 黄金マサキ
　　H＝1.0ｍ×59.9ｍ  240本

⑰コウライシバ 246.45㎡

④樹木　4.53㎡
　・コクチナシ
　　H＝0.3ｍ 75株
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線
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訓練塔

門扉 (外他)

出庫表⽰灯

出庫表⽰灯

オイルトレンチ
(庁舎)

泡消⽕設備⽤
トレンチ

（庁舎）

⾬⽔貯留槽⽤
地下ポンプアップ施設

（造成）

LPガス置場
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サイン

⾃家給油所(庁舎)

緊急車両出入口
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来庁者

一般出入口

保管庫(庁舎)
FL=設計GL+750＝TP+12.95

コンテナ
置き場

（屋根無し・28台）

C塔(訓練)
1FL=設計GL+1100

＝TP+13.30

職員用駐輪場(外他)
（屋根有り・18台）

（1FL＝設計GL-300＝TP+11.90）

職員用バイク置場(外他)
（屋根有り・16台）

（1FL＝設計GL-300＝TP+11.90）

来庁者用駐輪場(外他)
（屋根有り・自転車10台・バイク6台）

（1FL＝設計GL-300＝TP+11.90）
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免震EXP.J

懸架

出庫表⽰灯

その1⼯事 その2⼯事

懸架装置

緊急⾞両出動表⽰
出庫表⽰灯

外部名称表⽰(外他)

(庁舎)

スロープ3(庁舎・外他・植１)

スロープ4
(構内・植1)

スロープ2
(外1・構内・植1）

スロープ1(庁舎・外他)

消防⽤⾃動⾞⾞庫(外他)

その1⼯事 その2⼯事

屋外掲示板
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線
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市道3171号線

配置基準点

176°  17'  3"
※CAD計測による

42条1項道路
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42条1項道路

42条1項道路
サイン

装置

100771

現況地盤高

計画地盤高

真北

真北測量による

12.00

13.00

ベンチマーク

境界石

BM

敷地外周部の道路整備は本工事と併行する工事になるため、本図は工事完成後の状態となります。（凡例）

記号 名称 規格・寸法 単位 備考

■植栽 Ｈ Ｃ Ｗ

シラ大 シラカシ 6.0 株立 1.8 本 地下支柱

モク ギンモクセイ 4.0

-

1.5 本 地下支柱

カナメモチ 1.0

-

0.2 本 4本/ｍ、生垣型支柱

マサキ(その２工事範囲） 1.5 - 0.4 本 2本/ｍ、生垣型支柱

ベニカナメモチ 1.0 - 0.2 本 4本/ｍ、生垣型支柱

黄金マサキ 1.0 - 0.2 本 4本/ｍ、生垣型支柱

■アクセント

ボ ボケ 0.8 - 0.5 株

ハ ハコネウツギ 0.8 - 3本立 株

ヤ ヤマブキ 0.8 - - 株

ム ムラサキシキブ 0.8 - 0.4 株

■ベース

クサツゲ 0.3 - 0.2 株 16株/ｍ2

フィリフェラオーレア 0.3 - 10.5cmVP 株 16株/ｍ2

シャリンバイ 0.3 - 0.2 株 16株/ｍ2

コクチナシ 0.3 - 0.4 株 16株/ｍ2

アセビ 0.3 - 0.2 株 16株/ｍ2

■犬走

セイヨウイワナンテン‘アキシラリス’ 0.5 - 0.2 株 6株/ｍ2

■芝生

コウライシバ ｍ2

土壌改良-1 土厚600×バーク堆肥20％ ｍ2 高中木植栽範囲

土壌改良-2 土厚500×バーク堆肥20％ ｍ2 低木植栽範囲

土壌改良-3 土厚200×バーク堆肥20％ ｍ2 芝生植栽範囲

人工軽量土壌 多孔質人工軽量土壌 t500以上
飛散防止強化型天然ガラス焼成発泡粒10％混合 ｍ2 犬走植栽部

樹名板（アボック社角ラベル中同程度） 幹巻及び埋込 基 1樹種あたり1基

庁舎棟
（緊急⾞両⾞庫）

(庁舎)

庁舎棟(庁舎)
1FL=設計GL+1100=TP+13.30

1FL＝設計GL+1100=TP+13.30

FL=設計GL+600＝TP+12.80

A塔(訓練)
1FL=設計GL+1100

＝TP+13.30

車止め
(昇降式)
(外他) 

gL(1)

植栽平面図(1)

A1=1：250

A3=1：500

川越地区消防局・川越北消防署新築植栽工事（その1）

02

カナメモチ

その1⼯事
その２⼯事

⾞路

地下支柱詳細図

平面図　S=1:30(A1),S=1:60(A3)

根
入
れ

深
さ

10
00

根鉢

現地盤

幹

マグカップ
ウィンチ

余盛土

丸太杭 φ60 L=1800

台座

台座アンカー

ウィンチ付マグカップ

根鉢回転防止ピン 小

植穴外周

ウィンチ付マグカップ

丸太杭 φ60 L=1800

肩パット 大

肩パット 小

ウィンチ

可動金具付ベルト
（生分解タイプ）

マグカップ

可動金具付ベルト
（生分解タイプ）

特  記
・根鉢は深植えせず、根の呼吸を阻害しないよう配慮すること。

標準断面図　S=1:30(A1),S=1:60(A3)

ベニカナメモチ

土

改1

■土

改1

改2

改3

人工

■サイン

改3

改1

改1

改1

改1

改1

改2

改2

改2

改2

改2

改2

改2

改2

改2

人工

-

-

-

-

-

植栽凡例

※植栽の詳細な配置については、監督員と協議のうえ、決定すること。

今回工事対象（①～⑰）①
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⑲コウライシバ 24.92㎡
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　・生垣 マサキ
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　  162本
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トレンチ
（庁舎）

⾬⽔貯留槽⽤
地下ポンプアップ施設
（造成）

LPガス置場

ホースタワー

オイルトレンチ(庁舎)

基壇

⽝⾛（植栽）

コンテナ
置き場

（屋根無し・59台）

設計GL+1200＝TP+13.40）

B塔(訓練)
1FL=設計GL+1100
＝TP+13.30

C塔(訓練)
1FL=設計GL+1100
＝TP+13.30
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計画地盤高
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真北測量による

12.00

13.00

ベンチマーク

境界石

BM

敷地外周部の道路整備は本工事と併行する工事になるため、本図は工事完成後の状態となります。（凡例）

A塔(訓練)
1FL=設計GL+1100
＝TP+13.30

保管庫(庁舎)
FL=設計GL+750＝TP+12.95 FL=設計GL+600＝TP+12.80

消防⽤⾃動⾞⾞庫(外他)

gL(1)

植栽平面図(2)

A1=1：250

A3=1：500

川越地区消防局・川越北消防署新築植栽工事（その1）
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記号 名称 規格・寸法 単位 備考

■植栽 Ｈ Ｃ Ｗ

マサキ 1.5 - 0.4 本 2本/ｍ、生垣型支柱

■芝生

コウライシバ ｍ2

土壌改良-1 土厚600×バーク堆肥20％ ｍ2 高中木植栽範囲

土壌改良-2 土厚500×バーク堆肥20％ ｍ2 低木植栽範囲

土壌改良-3 土厚200×バーク堆肥20％ ｍ2 芝生植栽範囲

樹名板（アボック社角ラベル中同程度） 幹巻及び埋込 基 1樹種あたり1基

土

■土

改1

改2

改3

■サイン

改3

改1

-

-

-

-

植栽凡例

庁舎棟
（緊急⾞両⾞庫）

(庁舎)
1FL＝設計GL+1100=TP+13.30

今回工事対象（①～⑰）

※植栽の詳細な配置については、監督員と協議のうえ、決定すること。

黄金マサキ（その１工事範囲） 1.0 - 0.2 本 4本/ｍ、生垣型支柱改1

その1⼯事

その２⼯事

その1⼯事

その２⼯事

-カナメモチ 1.0 0.2 本 4本/ｍ、生垣型支柱改1

カナメモチ

⑩樹木　29.92㎡
　・生垣 黄金マサキ
　　H＝1.0ｍ×59.9ｍ  240本

⑧樹木　25.78㎡
　・生垣 カナメモチ
　　H＝1.0ｍ×51.4ｍ
　  206本

⑰コウライシバ 246.45㎡

①
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川越地区消防局・川越北消防署新築植栽工事（その1）
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